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「
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
都
市
計
画
」

昭
和
五
年
九
月
号

「
待
望
せ
ら
る
る
大
阪
駅
付
近
の
新
面
目
・
附
地
下
街
と
建
築
物
最
高
問
題
」

昭
和
六
年
三
月
号

「
都
市
と
住
地
と
住
宅
」

昭
和
六
年
八
月
号

「
大
阪
都
市
計
画
地
域
一
部
変
更
（
第
二
回
）
に
就
い
て
」昭

和
六
年
一
一
月
号

「
地
域
性
と
高
層
建
築
」

昭
和
七
年
一
月
号

「
大
阪
市
の
「
シ
ビ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
」
計
画
理
想
案
懸
賞
募
集
の
趣
旨
に
敷
衍
し
て
」

昭
和
八
年
六
月
号

「
実
際
問
題
と
し
て
の
地
方
計
画
と
地
域
制
」

昭
和
八
年
八
月
号

「
都
市
構
築
と
新
建
築
」

昭
和
九
年
四
月
号

「
大
阪
府
営
公
園
と
そ
の
建
築
的
施
設
」

昭
和
九
年
四
月
号

「
我
国
最
初
の
都
市
計
画
一
団
地
の
住
宅
経
営
」

昭
和
一
一
年
五
月
号

「
大
阪
都
市
計
画
地
域
追
加
変
更
」

昭
和
一
一
年
六
月
号

「
都
市
計
画
地
域
に
対
す
る
施
設
及
防
火
地
区
に
於
け
る
耐
火
建
築
物
の
促
進
助
成
」

昭
和
一
一
年
八
月
号

「
帝
国
議
会
議
事
堂
の
施
工
と
故
友
を
偲
ぶ
」

昭
和
一
一
年
一
二
月
号

「
自
治
制
五
〇
周
年
を
迎
へ
て
明
日
の
大
堺
市
へ
企
画
」

昭
和
一
三
年
六
月
号

「
多
難
な
り
し
本
年
の
建
築
界
」

昭
和
一
三
年
一
二
月
号

「
時
局
偶
感
」

昭
和
一
四
年
三
月
号

「
建
築
家
奮
起
の
秋
」

昭
和
一
四
年
九
月
号

「
本
年
度
建
築
界
の
重
要
問
題
」

昭
和
一
四
年
一
二
月
号

ま
た
他
誌
で

「
住
宅
経
営
を
伴
ふ
土
地
区
劃
整
理
」
区
劃
整
理
　
昭
和
一
一
年
九
月
号
　
土
地
区

劃
整
理
研
究
会

が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
加
藤
は
、
日
本
建
築
協
会
の
機
関
紙
に
頻
繁
に
寄
稿
す
る
が
、
そ

の
多
く
は
都
市
計
画
に
関
連
し
た
内
容
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

加
藤
善
吉
は
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
よ
り
堺
市
土
木
部
技
術
課
に
移
り
、

同
二
四
年
（
一
九
四
九
）
ま
で
在
籍
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
が
、
そ
の

後
の
こ
と
は
不
詳
で
あ
る
。

昭
和
初
期
の
都
市
計
画
事
情

日
本
の
近
代
化
の
急
速
な
進
展
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
遅
れ
て
い
た
分
野
に
都

市
問
題
が
あ
っ
た
。
都
市
問
題
は
産
業
革
命
に
よ
っ
て
発
展
し
た
欧
米
諸
国
の
都

市
で
は
す
で
に
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
後
発
国
で
あ
っ
た
日
本
で

も
、
資
本
主
義
の
発
展
と
と
も
に
人
口
の
都
市
集
中
が
進
み
、
と
く
に
東
京
、
大

阪
の
よ
う
な
大
都
市
で
は
、
必
然
的
な
出
来
事
と
し
て
、
都
市
問
題
が
主
要
な
テ

ー
マ
と
し
て
浮
上
し
て
き
つ
つ
あ
っ
た
。

都
市
問
題
は
も
ち
ろ
ん
多
岐
に
渡
っ
て
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か

で
も
住
宅
問
題
は
緊
急
に
解
決
を
要
す
る
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
我
が
国
で
は
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大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
都
市
計
画
法
が
よ
う
や
く
制
定
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
今
日

の
建
築
基
準
法
に
相
当
す
る
市
街
地
建
築
物
法
も
同
年
に
制
定
さ
れ
、
都
市
問
題

へ
の
取
り
組
み
が
本
格
化
す
る
。

し
か
し
こ
の
時
す
で
に
我
が
国
の
大
都
市
は
低
層
の
木
造
家
屋
が
連
坦
し
、
道

路
は
狭
く
、
上
下
水
道
の
整
備
が
遅
れ
、
過
密
な
居
住
環
境
が
各
所
に
生
ま
れ
つ

つ
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
都
市
環
境
の
悪
化
や
都
市
政
策
の
無
策
に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
の
は
、
片
岡
安
や
す
し
（
一
八
七
六
〜
一
九
四
六
）
で
あ
っ
た
。
片
岡
は
大
正
五
年

（
一
九
一
六
）
に
“
現
代
都
市
之
研
究
”
を
刊
行
し
、
こ
れ
は
日
本
の
都
市
計
画
関

係
の
最
初
の
出
版
と
も
云
わ
れ
、
日
本
の
都
市
政
策
の
遅
れ
や
、
市
民
の
無
関
心

さ
に
対
す
る
啓
発
活
動
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
都
市
計
画
法
の
制
定
に
は
、

彼
の
熱
心
な
主
唱
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
片
岡
安
は
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）

大
阪
に
関
西
建
築
協
会
（
大
正
八
年
日
本
建
築
協
会
と
改
称
す
る
）
を
創
設
し
、

自
か
ら
理
事
長
と
な
り
、
機
関
紙
“
建
築
と
社
会
”
を
発
刊
し
、
都
市
問
題
に
つ

い
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
片
岡
は
ま
た
大
阪
市
長
関
一
と
連
繋
し
、
大
阪
市

郊
外
の
住
宅
地
形
成
に
少
な
か
ら
ず
功
績
を
残
し
た
。
今
回
取
り
上
げ
る
小
阪
町

の
一
団
地
住
宅
経
営
に
つ
い
て
、
そ
の
詳
細
を
紹
介
し
た
加
藤
善
吉
も
同
会
の
会

員
で
あ
り
、
機
関
紙
“
建
築
と
社
会
”
の
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
五
月
号
に

こ
の
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
我
が
国
の
都
市
の
安
全
性
に
つ
い
て
警
告
し
た
片
岡
安
の
危
惧
は
、
不
幸

に
も
大
正
一
二
年
（
一
九
二
二
）
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
る
が
、
そ
の

災
害
復
興
の
た
め
、
と
く
に
低
所
得
者
向
け
に
住
宅
復
興
を
手
掛
け
た
財
団
法
人

同
潤
会
の
活
動
は
、
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、
と
く
に
そ
の
各
種
の
建
築
計
画

は
、
小
阪
町
の
計
画
の
う
え
で
も
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
こ
の
小
阪
町
の
住
宅
地
経
営
の
評
価
に
つ
い
て
、
当
時
の
専
門
家
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
我
邦
大
都
市
の
郊
外
開
発
は
、
電
鉄
又
は
土
地
会
社
の
宅
地
分
譲
に
依
る
所
大
で

あ
る
が
、
素
よ
り
此
等
は
個
人
企
業
の
域
を
脱
せ
ず
、
従
っ
て
統
制
も
僅
か
に
区

劃
整
理
又
は
建
築
等
に
よ
っ
て
或
程
度
の
も
の
し
か
行
な
わ
れ
て
居
な
い
。
住
宅

開
発
に
付
て
は
都
市
計
画
法
に
謂
う
一
団
地
の
住
宅
経
営
が
あ
る
が
、
之
の
活
用

も
曩さ
き

に
認
可
さ
れ
た
大
阪
府
下
小
阪
に
其
例
を
見
る
許
り
で
あ
る
。
小
阪
で
は
一

四
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
（
筆
者
注
、
実
際
は
一
四
、
三
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ

り
、
誤
記
と
思
わ
れ
る
。）
の
区
域
に
五
〇
棟
の
住
宅
経
営
を
行
な
い
、
建
物
に
対

し
て
は
六
〇
〜
七
〇
％
の
空
地
を
保
留
せ
し
め
た
点
に
特
色
が
あ
り
、
売
却
は
土

地
兼
建
築
費
の
一
割
を
前
納
、
残
額
は
一
五
ヶ
年
間
分
納
の
方
法
に
よ
っ
て
、
成

績
も
宜
い
と
さ
れ
て
居
る
。」（
建
築
年
鑑
　
昭
和
一
三
年
版
　
建
築
学
会
編
　
P.45

〜
P.46

七
　
都
市
計
画
及
住
宅
問
題
　
執
筆
吉
村
辰
夫
よ
り
）

こ
の
記
述
か
ら
当
時
の
郊
外
開
発
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
な
か
で
、
小
阪

町
の
一
団
地
住
宅
地
計
画
が
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
い
た
先
駆
的
事
例
と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
こ
の
記
事
を
記
し
た
吉
村
辰
夫
は
、
当
時
神
奈

川
県
建
築
課
長
の
役
職
に
あ
っ
た
。

鈴
木
義
仲
に
つ
い
て

こ
の
よ
う
な
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
一
団
地
住
宅
経
営
事
業
の
推
進
者
は
、
ど
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の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
当
時
小
阪
町
長
で
あ
り
、
の
ち

に
周
辺
町
村
が
合
併
し
て
生
ま
れ
た
布
施
市
の
市
長
と
な
っ
た
鈴
木
義
仲
で
あ
っ

た
。
鈴
木
義
仲
は
明
治
三
八
年
（
一

八
九
五
）
七
月
一
二
日
生
れ
、
石
川

県
の
出
身
で
、
大
正
九
年
（
一
九
二

〇
）
日
本
大
学
を
卒
業
、
昭
和
八
年

（
一
九
三
三
）
小
阪
町
長
と
な
り
、

こ
の
事
業
を
手
掛
け
た
。
同
一
二
年

（
一
九
三
七
）
に
は
大
阪
府
議
に
当

選
し
、
戦
後
の
同
二
六
年
（
一
九
五
一
）
四
月
第
七
代
布
施
市
長
に
選
ば
れ
、
以

後
八
代
、
九
代
と
三
期
市
長
を
勤
め
、
同
三
八
年
四
月
退
任
す
る
ま
で
そ
の
職
に

あ
っ
た
。
同
年
六
月
布
施
市
名
誉
市
民
に
選
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
間
布
施
信
用
金

庫
、
布
施
商
工
会
議
所
各
顧
問
に
就
任
し
、
地
域
の
産
業
振
興
、
市
勢
の
発
展
に

大
き
く
功
献
し
た
。
彼
の
理
解
が
な
け
れ
ば
こ
の
事
業
の
進
展
は
望
め
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
鈴
木
の
人
柄
に
つ
い
て
、
鈴
木
を
知
る
滝
住
光
二
氏
（
社
会
労
務
士
）

は
「
鈴
木
は
身
体
は
小
さ
か
っ
た
が
、
政
治
家
と
し
て
有
弁
な
人
で
あ
っ
た
。
人

柄
は
穏
厚
で
、
頭
が
良
く
、
文
化
行
政
に
も
心
を
配
り
、
布
施
市
史
の
編
集
も
彼

の
業
績
の
一
つ
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
た
だ
現
在
の
と
こ
ろ
彼
が
亡
な
っ
た
年
月

日
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。

同
潤
会
分
譲
住
宅
と
の
関
連
性
に
つ
い
て

財
団
法
人
同
潤
会
は
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
の
関
東
大
震
災
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
東
京
、
横
浜
市
内
の
被
災
地
に
住
宅
建
設
経
営
及
び
被
災
身
障
者
の

収
容
及
義
肢
製
作
等
の
施
設
を
設
け
る
趣
旨
で
、
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
五

月
設
立
さ
れ
、
初
代
会
長
後
藤
新
平
の
下
で
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
新
し
い
施
設
の
建
設

や
試
み
が
な
さ
れ
、
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
住
宅
営
団
の
成
立
に
と
も
な
い

解
散
し
、
住
宅
営
団
に
吸
収
さ
れ
た
。
こ
の
間
木
造
小
住
宅
（
賃
貸
分
譲
を
含
め
）

四
八
七
九
戸
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
共
同
住
宅
を
含
め
た
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
二
八

三
一
戸
計
七
七
一
〇
戸
を
建
設
し
、
震
災
復
興
や
不
良
住
宅
地
区
の
改
善
に
大
き

く
功
献
し
た
。
こ
の
同
潤
会
の
分
譲
住
宅
は
関
東
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
木

造
住
宅
の
配
置
、
平
面
計
画
な
ど
の
設
計
指
針
は
、
小
阪
住
宅
の
配
置
や
計
画
に

参
考
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

例
え
ば
そ
の
指
針
の
要
旨
を
あ
げ
る
と

配
置
に
つ
い
て

イ
　
東
南
の
晴
光
を
よ
り
多
く
採
り
入
れ
、
且
つ
通
風
を
妨
げ
ぬ
様
敷
地
の

西
北
に
近
く
建
物
を
配
置
し
、
又
同
時
に
各
家
屋
相
互
の
位
置
を
同
様

の
考
慮
の
下
に
按
配
し
た
こ
と
。（
之
れ
は
一
団
を
住
宅
と
建
設
す
る
場

合
に
於
て
の
み
有
す
る
誇
り
で
あ
る
。）

ロ
　
一
団
地
に
似
よ
っ
た
住
宅
を
数
多
く
建
築
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
道

路
か
ら
建
物
迄
の
距
離
に
長
短
を
付
し
、
建
物
屋
根
の
形
の
変
化
と
型

式
の
異
な
っ
た
配
置
に
依
っ
て
、
道
路
側
よ
り
全
体
を
見
た
場
合
の
美

観
に
相
当
考
慮
さ
れ
る
。

平
面
計
画
に
つ
い
て

鈴木義仲
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イ
　
従
来
の
接
客
本
位
を
廃
し
、
家
族
本
意
と
し
た
こ
と

ロ
　
各
室
に
独
立
性
を
有
せ
し
め
た
る
こ
と

ハ
　
各
居
室
か
ら
玄
関
、
便
所
、
湯
殿
、
台
所
等
へ
直
接
行
け
る
こ
と

ニ
　
居
室
か
二
室
以
上
連
続
し
て
い
る
こ
と

ホ
　
各
居
室
に
は
押
入
を
設
け
た
こ
と

ヘ
　
各
室
の
採
光
及
通
風
が
充
分
で
あ
る
こ
と

ト
　
室
の
配
置
が
収
約
的
で
あ
る
こ
と

（
生
活
改
善
同
盟
会
編
『
新
ら
し
い
日
本
住
宅
実
例
』）

な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
設
立
さ
れ
た
生
活
改
善
同

盟
会
が
唱
え
た
都
市
住
宅
の
改
善
運
動
の
趣
旨
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
時
代
我
が
国
の
都
市
住
宅
の
改
善
は
、
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
っ
て

お
り
。
小
阪
住
宅
経
営
地
の
住
宅
の
内
容
も
注
目
に
値
い
す
る
も
の
が
あ
る
。

小
阪
町
の
一
団
地
住
宅
の
現
状

こ
の
一
団
地
住
宅
地
域
の
現
状
を
み
る
と
、
こ
の
地
域
は
現
在
住
居
地
域
と
商

業
地
域
が
混
在
す
る
よ
う
な
状
況
を
呈
し
て
い
て
、
建
設
当
初
の
田
園
地
帯
で
あ

っ
た
団
地
の
面
影
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
建
設
当
初
に
設
け
ら
れ
た
現
近
鉄

奈
良
線
八
戸
や

え

ノ
里さ
と

駅
が
で
き
、
駅
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利
便
性
が
増
し

て
住
商
混
在
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
た
だ
隣
接
し
て
大
阪
府
立
布
施
高
校
が
建

っ
て
お
り
、
広
い
運
動
場
が
あ
っ
て
、
都
市
空
間
と
し
て
僅
か
な
が
ら
ゆ
と
り
が

感
じ
ら
れ
る
。

当
初
の
こ
の
一
団
地
住
宅
経
営
地
の
配
置
を
み
る
と
、
土
地
区
画
整
理
方
式
を

採
用
し
た
た
め
、
街
区
の
割
り
方
は
基
盤
目
状
と
な
っ
て
い
る
が
、
街
区
は
周
囲

に
道
路
が
め
ぐ
る
ほ
か
、
東
西
に
長
い
ブ
ロ
ッ
ク
が
三
通
り
あ
り
、
南
北
に
街
区

を
割
る
道
路
を
一
筋
設
け
て
い
る
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
は
敷
地
を
南
と
北
の
二
列
型
と

し
て
、
各
敷
地
は
基
本
的
に
南
入
り
と
北
入
り
と
の
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
、

各
住
戸
の
配
置
は
洋
風
系
と
和
風
系
に
分
け
て
、
全
体
と
し
て
整
然
と
し
た
配
置

計
画
が
た
て
ら
れ
て
い
る
。（
配
置
図
参
照
）

建
設
当
初
周
辺
が
全
く
の
田
園
地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
と
比
較
し
て
、
ま
さ
に
今

昔
の
感
を
禁
じ
得
な
い
。

敷
地
と
道
路
の
関
係
は
、
道
路
と
の
境
界
に
崩
れ
石
積
で
下
部
を
固
め
、
上
部

は
生
垣
（
カ
イ
ズ
カ
イ
ブ
キ
な
ど
）
と
し
、
洋
館
に
は
角
形
の
門
柱
に
タ
イ
ル
を

部
分
的
に
張
り
、
和
風
住
宅
に
は
木
製
柱
に
白
木
状
の
門
扉
が
付
い
て
い
た
。

間
取
り
は
玄
関
か
ら
廊
下
を
通
っ
て
直
接
台
所
、
便
所
、
湯
殿
に
行
け
る
こ
と
、

各
居
室
に
独
立
性
を
付
与
し
て
い
る
こ
と
、
居
室
を
二
室
連
続
さ
せ
て
い
る
こ
と
、

各
居
室
に
押
入
を
設
け
て
い
る
こ
と
、
各
室
が
採
光
、
通
風
を
十
分
考
慮
し
て
い

る
こ
と
、
な
ど
、
さ
き
に
述
べ
た
同
潤
会
分
譲
住
宅
の
設
計
基
準
と
共
通
し
た
特

徴
が
伺
え
る
。

ま
た
一
部
洋
間
と
し
て
い
る
部
屋
が
あ
る
が
全
体
と
し
て
和
風
を
基
調
と
し
て

い
る
こ
と
、
床
の
間
を
も
つ
八
帖
の
畳
の
間
も
接
客
よ
り
も
家
族
本
位
の
部
屋
と

し
て
あ
り
、
玄
関
横
に
応
接
室
を
設
け
て
い
る
こ
と
は
、
接
客
は
こ
の
部
屋
で
済

ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
ま
た
そ
の
時
代
の
流
行
へ
の
対
応
と
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み
る
こ
と
も
で
き
る
。

現
存
す
る
九
棟
は
、
洋
風
六
棟
、
和
風
三
棟
で
、
そ
れ
ぞ
れ
改
造
や
修
復
が
著

し
い
も
の
も
あ
る
が
、
昔
日
の
面
影
を
よ
く
残
し
て
い
る
。
外
観
と
し
て
洋
館
は

切
妻
造
り
が
多
く
、
外
壁
も
モ
ル
タ
ル
塗
り
、
色
モ
ル
タ
ル
吹
付
仕
上
げ
、
部
分

的
に
ハ
ー
フ
・
テ
ン
バ
ー
風
の
妻
飾
り
や
、
下
見
板
張
り
ペ
ン
キ
塗
り
の
壁
面
を

設
け
た
り
、
玄
関
の
小
窓
に
、
鋳
物
に
よ
る
洋
風
飾
り
を
付
し
た
も
の
も
見
受
け

ら
れ
る
。

和
館
の
場
合
は
入
母
屋
造
り
瓦
葺
の
屋
根
が
多
く
、
外
壁
は
堅
羽
目
板
張
り
、

あ
る
い
は
杉
板
張
り
、
切
妻
屋
根
の
化
粧
母
屋
な
ど
、
和
風
特
有
の
意
匠
が
設
け

ら
れ
て
い
た
。

む
す
び

昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
に
完
成
す
る
こ
の
小
阪
町
営
一
団
地
住
宅
経
営
は
、

全
国
で
最
初
と
い
わ
れ
る
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
大
都
市
近
郊
の
都
市
型
小
住
宅

群
と
し
て
、
そ
の
計
画
及
び
現
存
す
る
建
物
の
重
要
性
を
改
め
て
再
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
。
現
在
こ
の
地
域
は
“
東
翠
園
”
と
呼
ば
れ
、
地
域
の
自
治
会
は
こ
の

地
域
の
誇
り
と
し
て
い
る
面
も
あ
る
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
存
続
で
き
る
か
は
、

き
わ
め
て
厳
し
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
東
大
阪
市
で
は
平
成
一
三
年
（
二
〇
〇

一
）
一
〇
月
「
八
戸
ノ
里
と
東
翠
園
住
宅
」
と
し
て
案
内
版
を
地
域
に
掲
げ
、
一

般
の
人
々
へ
の
啓
発
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
に
当
っ
て
は
、
医
療
法

人
社
団
丸
山
会
、
八
戸
の
里
病
院
事
務
長
瀬
山
勝
己
氏
、
大
阪
商
業
大
学
商
業
史

博
物
館
、
小
田
忠
氏
、
池
田
治
司
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
り
篤
く
御
礼
申
し
上
げ

た
い
。
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